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　1945年（昭和20年）5月4日、日本軍は米軍に総攻撃を

かけますが苦戦し、翌日には攻撃を中止します。この時点

で司令部の置かれた首里の防衛は困難となっていました。

壕内では今後の作戦として、①首里決戦案、②知念半島撤

退案、③喜屋武半島撤退案の3つが議論されます。そして

5月22日、本土防衛のための時間稼ぎ（持久戦）を重視し

た司令部は、喜屋武半島撤退を決定しました。その理由

としては、交通網上もっとも撤退が容易であったことに加え、

第24師団の旧陣地があり軍需品が集積されていたこと、

自然洞窟（ガマ）が多数存在したことなどがあげられます  。

　あわせて定められた「新作戦計画」にもとづいて残された兵力を南部に再配置しましたが、もはや米軍と戦える

だけの戦力は残っていませんでした。こうして司令部は5月27日の夜、豪雨の中で撤退し、南風原村津嘉山を

経て、30日には最後の司令部壕となる摩文仁の壕へとたどり着きました。およそ4ヶ月かけて構築された

司令部壕はたった２ヶ月で放棄されることとなりました。

2.4 南部撤退の決定 2.5 司令部の南部撤退によりもたらされたもの

2 .沖縄戦と第32軍

　第３２軍は南部撤退の際に住民の非戦闘地域への避難を徹底しません

でした。これにより、南部では極端な軍民混在の状態が生まれ、米軍の無差

別的な掃討戦に巻き込まれ住民の犠牲者は一気に増えました。また、日本兵に

よる避難壕追い出しや食糧強奪、スパイ嫌疑による虐殺などもおこりました。

　一般住民の避難地区に軍主力が撤退するというこの決定こそが、軍人より

も一般住民の犠牲者が多いという沖縄戦の悲劇を生み出した最大の原因

でした。このように、第３２軍司令部壕は沖縄戦における戦闘を指揮しただ

けでなく、住民の犠牲を拡大させた南部撤退の決定がなされた重要な場所

となりました。

▲1945年3月26日-8月末までのおおよそ5日ごとの沖縄県出身の戦没者数の推移／出典：平和の礎の刻銘者データより作成
　同時期に沖縄島および周辺島嶼で亡くなった沖縄県出身の戦没者のうち、戦没日時・戦没場所がわかる約8万5100人を対象として
　算出した。亡くなった時期や場所が不明となっている戦没者も一定数いるため実態を反映していない可能性もあるが、5月27日の
　南部撤退以降に南部での戦没者数が増加していることがわかる。

◀沖縄県出身者の南部戦没地
　出典：北上田源「平和の礎の戦没者情報から読み解く沖縄戦の実相（2）」（2026）

南部の字単位での戦没地の傾向を可視化した図。対象としているのは、南部で亡くなった沖
縄県出身の戦没者のうち、亡くなった場所が字単位で、亡くなった時期が時期が月単位でわ
かっている約46,700人。1945年（昭和20年）4～6月の単月と、7月以降の各字での戦没者数
を地図上に色分けして示している。濃いほどその字での戦没者が多いことを示す。
4～6月にかけて戦没者が多くなる字が南部の中でもより南の方に徐 に々移り替わっていく様
子がわかる。加えて、5月以降に南部での戦没者が大きく増加していることが示されている。

●糸満市域で6月に戦没者数が1000人を超えるのは新垣、国吉、真栄里、真栄平、真
壁、摩文仁、米須、喜屋武である。糸満市の中でも南部に集中しているのは間違いな
いが、それでも最南端に集中しているわけではないことは特徴的である。

●糸満市域以外で特徴的な字として、与那原町与那原、南風原町津嘉山、大里村大城
(現在の南城市大里大城、真境名、稲福など)が挙げられる。これらの字では、4月～6
月まで全時期を通じて一定数の人が亡くなっている。詳細はわからないが、交通の要
所となり多くの人がこれらの字を通過したのではないかと考えられる。

7月以降の戦没者が最も多くなるのは百名(玉城)と志
喜屋(知念)であり、これは収容所が設置されたため
であると考えられる。

1945年３月26日〜8月末までの沖縄県出身戦没者数の推移
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3.第32軍司令部壕

3.4 米軍作成の壕内図（インテリジェンス・モノグラフ）

米軍による沖縄戦の報告書「インテリジェンス・モノグラフ」掲載の壕
内配置図。インテリジェンス・モノグラフとは、米第１０軍参謀第２部
（Ｇ－２）が作成した沖縄戦の調査報告書。パート１～５まであり、首
里城下の第３２軍司令部壕についてはパート２のセクションＤで取り
上げられている。作成日は一定ではなく、本報告は1945年（昭和20年）
８月に作成されたと思われる。米軍は沖縄進攻作戦において、日本兵
捕虜への尋問や戦場で入手した文書、航空機からの地上偵察及び空
中写真などから、日本軍の戦術、戦闘計画と命令、陣地や兵器などに
ついてまとめ、後の日本本土への攻撃にそなえていた。

◀
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4.第32軍司令部壕内部と関連施設

第１坑口から少し離れた場所に通信所跡があります。銃弾の跡や、アンテナ線を出す
ための穴があいています。

4.3 ハンタン山の通信所跡

　第３２軍司令部壕に関連する通

信施設で、電信第36連隊という通

信部隊が使っていました。厚さ１ｍ

のコンクリートで造られていて、外壁

には当時の弾痕が残っているほか、

一部分は砲爆撃で崩れ落ちていま

す。トーチカと呼ばれることもあり

ましたが、明確な銃眼が見えず、見通

しが良くない場所に立地することか

ら、通信所としての使用が主だった

と考えられます。

城西小学校

第32軍司令部壕

ハンタン山の
通信所跡
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▲第1坑口、掩蔽壕、通信所跡周辺の平面図

▲通信所１の内部（南東から） ▲通信所２の内部（南西から）　

「伝令に走っていく場所は、通信指揮所と呼ばれているところだった。守礼の門の近くの園比屋武御嶽の後方に、鉄筋コンク
リートで造られてあった。奥には無線機が何台もあって、兵隊たちが一日24時間忙しそうに立ち働いていた。伝令は入り口に
ある長椅子に腰掛け、呼び出しがかかるのをじっと待つのである。普段は電文は電話で通達するので、通信指揮所に走る必
要はないのだが、爆撃や砲撃で電話線が切断され不通になった場合は、通信指揮所に走って電文を受領し、それを分隊壕に
持ち帰るのである。」
（出典：兼城一（2000年）『沖縄一中・鉄血勤皇隊の記録：証言・沖縄戦（上）』p196）

宮平盛彦さん（第6中隊）の証言

＼このポイントに関する証言／

「僕が配属になった第5中隊（電信第36連隊）では、入隊当初は『一中生が中隊にやって来た』というわけで、大いに歓迎さ
れた。白沢分隊は首里城の南側城壁の下に通信所をかまえていた。通信機はジングンジューウスメーの墓付近の岩間を利用
した壕に設置され、伊江島守備隊との通信に当たっていた。分隊の人員は白沢軍曹のもとに兵長、上等兵が各1名、それに兵
2～3名と学徒兵5名をくわえ10名ほどだった。」
（出典：兼城一（2000年）『沖縄一中・鉄血勤皇隊の記録：証言・沖縄戦（上）』p192）

大城秀一の証言

＼このポイントに関する証言／

下の写真はこの位置から
見た内部の様子
下の写真はこの位置から
見た内部の様子
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